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　「行動シナリオ」を策定・公表してから4年が経ちま
した。平成25年度の行動シナリオフォローアップでは、
シナリオの最終年度に向けて最優先する取組、充実すべ
き取組等を明らかにするため、10項目の重点テーマに
わたる全ての事項に関して点検を行いました。各重点テ
ーマで掲げる目標や取組事項の達成状況と見通しについ
て検証し、シナリオの最終ゴールに向けての具体的な対
処を決定しました。
　研究に関しては、国際高等研究所の拡充、リサーチ・
アドミニストレーター（URA）の積極的導入による研
究支援体制の充実など、国際的競争力を持つ卓越した研
究のための環境整備を推進してきました。今後は、東京
大学の国際的評価の更なる栗際的評価推進な辿厭科 のル の日

検で
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　学術の多様性の確保と卓越性を追求するた
め、個々の研究活動を幅広く支援・育成して
いくと共に、質の高い研究者の育成、優れた
研究支援者の育成等により、大学全体として
研究支援体制の充実を図り、世界トップレベ
ル大学として研究力強化を推進していくため
の支援を行う。具体的な取組として、世界最
高水準の卓越した研究遂行のために、国際高
等研究所においては、IPMUの常設機関化に
向けた体制整備、FIRST（平成25年度まで）
については、総合科学技術会議（CSTP）に
よる事後評価の対応及び後継プログラムの対
応に向けた支援体制の整備を図る。URAに

ついては、URA制度定着に向けて学内にお
いて制度改革を進め、大学として研究マネジ
メント人材群の育成を図る。研究大学強化促
進事業については、各部局の研究力強化を図
るため、継続して実施していくことにより、
研究支援体制の充実を図る。また、RU11や

IARU等の国際的大学連合等の枠組みを通じ
て、国内外の研究大学間の連携強化を進める。
さらに、総長室総括委員会の下に、公文書管
理法に基づく法人文書の保存と活用及び東京
大学史研究等を行える組織として東京大学文

書館を平成26年度に設置し、平成27年度に
内閣総理大臣による国立公文書館等の指定を
目指すと共に、引き続き「UTokyo Research」、
海外メディア及び大使館関係者向けのプレス
ツアー等を活用して積極的に学術情報を発信
し、研究成果の社会還元を推進する。

1.学術の多様性の確保と 
卓越性の追求

教員の研究活動の質の向上を
図るため、教員とともに研究
活動の企画・マネジメント、
研究成果の活用促進等を行う
専門職。本学では、リサーチ・
アドミニストレーター推進室
を中心に、全学でURA制度の
確立・定着が図られている。

【平成22～25年度までの総括】
　本学における研究支援体制は、研究担当理
事・副学長がこれを統括して、各種外部資金
の獲得、大型特定プロジェクトの推進、総長
室における学術推進支援室・総長室総括委員
会の業務、文部科学省関係の事業等を、研究
推進部が中心となって各部局と密接に連携・

http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/utokyo-research/
http://www.u-tokyo.ac.jp/history/index_j.html
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興調整費事業によれ 事業

http://www.ut-portal.u-tokyo.ac.jp/wiki/index.php/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF
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7． 卒業生との緊密なネットワークの形成

8． 経営の機動性向上と基盤強化
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同窓会情報、国内外で活躍し
ている卒業生のインタビュー
など情報満載の会報誌。年2
回発行。第24号より赤門学
友会報「懐徳」からリニュー
アル。なお、赤門学友会は平
成26年4栗

http://www.alumni.u-tokyo.ac.jp/tft
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【平成

http://www.ut-portal.u-tokyo.ac.jp/wiki/index.php/%E5%8D%B1%E6%A9%9F%E7%AE%A1%E7%90%86%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen10/b08_01_j.html
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http://web.iss.u-tokyo.ac.jp/kamaishicollege/index.html
http://www.u-tokyo.ac.jp/scenario/index.html
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